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助成事業名  おいしく食べていっぱい遊ぼう事業 （まちづくり助成２年目：結愛ポート） 

事 業 概 要  身体にも心にも美味しく優しいものを「美味しい！」と食べて、やりたいことを「楽しい！」と思う存分やる。

そんな当たり前のことを経験させてあげられる日をつくります。 

実 施 内 容   
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事 業 成 果   

●学校から離れたところで小さな成功体験を積み重ねる場として、準備段階から一緒に取り組むことができる場を用意し、 

参加者の子どもや保護者に、他者と深いかかわりを持つ場、自己発信ができる場として活用していただくことができた。 

●１年前と比較し、「こんなことやってみたい」と言いやすいコミュニティに成長した、という実感があった。 

 
収 支 報 告 事業費総額 26,809 円 / 助成金交付確定額 8,000 円 
 
助成経費内容 ワークショップ材料費、消耗品費、苗、肥料（菜種かす、蟹殻など） 

２．小鼓体験ワークショップ（中山道鵜沼宿脇本陣） 

開催日：4/6・4/13  

参加者：2日間で 31 人 

 

歴史愛好家が訪れる中山道鵜沼宿で小鼓体験のワークショップ

を開催した。小鼓の胴の制作年代による違いや、能楽の歴史の

話も交えて来場者に伝えた。 

＜事業内容の変更＞ 
 

受動的になりがちな子どもたちが物事に能動的に関わることができるよう後押しする活動の一環で、独自イベント「にこにこ

フェス」の開催を最終目標にしていたが、予定と同時期同エリアで、同じ課題をテーマに子どもたちを募る大規模イベント

（gifu teacher’s labo 主催の「あそぼっけ・まなぼっけ」）が開催されることになり、自団体での開催を取りやめ、こうし

たイベントに子どもたちが自主的に関わることを後押しする事業に変更した。 

 

1．実施方法 

【当初】にこにこフェスの開催を通じて子どもたちの挑戦する気持ちを後押しする。  

→ 【変更後】定期的に開放日を設け、小規模ワークショップや調理、野菜作りなどを行い、子どもたちの挑戦する気持ちを 

後押しする。にこにこフェスの代わりに「あそぼっけ・まなぼっけ」に挑戦する参加者を見守り、支援する。 

2．経費項目 

（1）当初、総事業費 266,792 円の予算を見込んだが、実施方法の変更に伴い、イベント用のワークショップ材料・食材、 

チラシ・看板・大判印刷・スタンプカード印刷、施設使用および発電機の購入を取りやめ、総事業費 26,809 円に変更。 

（2）保険料について、活動が通年となり、対象期間を超えて加入することとなるため、助成対象経費から削除した。 

（事業外経費として、団体の自己資金で加入） 

（3）対象外経費の食糧費について、協力者からの寄附で賄うことができるようになったため、削除した。 

「おひさま開放日」の開催 

 

日時：毎月第１日曜日 11：00～14：00 

場所：おひさまのおうち（蘇原申子町 1-41-2） 

延べ参加人数：159 人（全 15 回） 

 

定期的な開放日を設け、参加者が取組んでみたいと声を上げ

た様々な活動に挑戦した。 

その中で、以下の日については参加者の希望でテーマが設定

され、イベントとして普段参加には至っていない住民にも参

加してもらえるよう、SNS を中心に呼びかけを行った。 

 

5/5  夏野菜の苗植え 

5/5  タコパ 

6/9  サツマイモの苗植え 

8/1  折り紙、積み木、バルーンアートなどに挑戦 

8/8  廃油石けんづくり 

8/15  人参の種まき 

8/22 流しそうめん 

10/19「あそぼっけ・まなぼっけ」への参加（事業外） 

11/3  お芋ほり 

12/10 だいこん狩り 

12/13 ぼかしづくり  柚子胡椒づくり 

1/3  お餅つき 

1/6  たくあんづくり 

2/7  紫雲膏づくり  

2/10 大根の焼酎漬け 


